
区 分 留 意 事 項 履 行 状 況
未履行事項について

の実施計画

認 可 時

（18年11月30日）

設置計画履行状況 該当なし

調 査 時

（19年4月30日）

設置計画履行状況 該当なし

調 査 時

（20年4月30日）

６ 留意事項に対する履行状況等

設置の趣旨・目的等が活か
されるよう、設置計画を確実
に履行すること。また、学術
の理論及び応用を教授研究
するという大学院の目的、さ
らに理論と実務を架橋して
高度専門職業人の養成に
特化した教育を実施すると
いう専門職大学院の目的に
照らし、開設時から充実した
教育研究活動を行い、その
水準を一層向上させるよう
努めること。

設置計画については、施
設面での若干の遅れがあっ
たものの、現在では計画通
りに実行している。また、今
後さらなる教育研究活動の
充実を図るため、設置計画
にある教員の資質向上方策
等を進めていく。⑲

入学者は平成19年４月に
は42名、平成20年４月には
40名を迎え、現在在籍者は
81名となり、収容定員80名
を満たしている。

開講予定科目は履修希望
がなかった１科目のみ未開
講となったが、その他はす
べて計画通り開講している。

教員について、１名が懲戒
免職となったため、速やかに
補充すべく現在公募の手続
を進めており、教育に支障
がでないよう努力していると
ころである。

今後さらなる教育研究活
動の充実を図るため、設置
計画にある教員の資質向上
方策等を進めていく。⑳



認 可 時 の 計 画 変更内容・状況，今後の見通しなど

教育の方法

入学者選抜方法（一般入試）

３回行った公開授業後に行うとともに、教授会後に授業方法等の検討を行った。

・公開授業で出された課題について

・キャリアプランが異なる学生に対する授業等の方法について など

・公開授業

教員相互の授業参観を実施。

・学生懇談会

学生から授業等について要望を聞いた。

・授業評価アンケート

学生による授業評価アンケートを実施した。

・公開授業

３回実施。ＦＤ委員３名その他教員が聴講した。

・学生懇談会

１回実施。学生から授業等について要望を聴いた。

・授業評価アンケート

学期ごとに実施し、学生からの主な意見についてフィードバックを行った。

また、これらの結果をまとめて全教員に配布した。

明らかになった課題について、今後ＦＤ委員会で協議し、授業改善につなげていく。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

・公開授業の実施

・学生懇談会の開催

・授業評価アンケートの実施

　ｃ　委員会の審議事項等

② 実施状況

　ａ　実施内容

会計研究科にＦＤ委員会を設置（委員会規程は別添のとおり）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

① 実施体制

　ａ　委員会の設置状況

平成21年度入試より実施時期を９月、１月、３月の３
回とし、１月試験の選抜方法を口述試験と財務会計（商
業簿記を含む）の筆記試験とする。

・選抜方法は筆記試験及び面接試験を実施する。筆記試
験の科目は、財務会計（商業簿記を含む）、管理会計
（原価計算を含む）、監査、租税法、公会計、統計学、
経営学のうちから２科目選択とする。
・実施時期は、９月および２月に実施する。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

（１） 設置計画変更事項等

ティーチング・アシスタントの配置については人材確
保が困難であり配置には至っていない。しかし、学生の
要望が多い科目についてはゼロ単位科目として週１回演
習科目を設置し、専門家を講師として配置している。

・学生の授業理解度を向上させるために、科目内容に基
づいた必要性に応じてティーチング・アシスタントを配
置する。

７ その他全般的事項

＜会計研究科 会計専門職専攻（専門職学位課程）＞



③ 認証評価を受ける計画

・全学で平成21年度に評価機関（大学評価・学位授与機構）の評価を受けるべく、学内で検討中

・専門職大学院認証評価は、完成年度以降に受けるべく、学内で検討中

・大学ホームページに公開済み（全学）

・平成18年12月（全学）

　ｂ　公表方法

② 自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

・研究科設置の趣旨・目的は当初の計画どおり達成しつつある。

・全学については別添のとおり

（３） 自己点検・評価等に関する事項


